
緩衝緑地等

国営公園

主として一の都府
県の区域を超える
ような広域的な利
用に供することを
目的として国が設
置する大規模な公
園

おおむね
300ha
以上

国家的な記念事業
等として設置する
ものにあっては、
その設置目的にふ
さわしい内容を有
するように配置す
る。

緩衝緑地

大気汚染、騒音、
振動、悪臭等の公
害防止、緩和若し
くはコンビナート
地帯等の災害の防
止を図ることを目
的とする緑地で、

公害、災害発生源
地域と住居地域、
商業地域等とを分
離遮断することが
必要な位置につい
て

公害、災害の状況
に応じ配置する。

都市緑地

主として都市の自
然的環境の保全並
びに改善、都市の
景観の向上を図る
ために設けられて
いる緑地であり、

0.1ha以上

但し、既成市街地等に
おいて良好な樹林地等
がある場合あるいは植
樹により都市に緑を増
加又は回復させ都市環
境の改善を図るために
緑地を設ける場合にあ
ってはその規模を
0.05ha以上とする。
(都市計画決定を行わず
に借地により整備し都
市公園として配置する
ものを含む)

緑道

災害時における避
難路の確保、都市
生活の安全性及び
快適性の確保等を
図ることを目的と
して、

近隣住区又は近隣
住区相互を連絡す
るように設けられ
る植樹帯及び歩行
者路又は自転車路
を主体とする緑地
で
幅員10～20ｍを
標準として、
公園、学校、ショ
ッピングセンター
、駅前広場等を相
互に結ぶよう配置
する。

注)　近隣住区
幹線街路等に囲まれた
おおむね1km四方(面積
100ha)の居住単位

が
数
多
く
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

左
表
の
上
を
見
る
と
、
こ
ん
な
に
も

都
市
の
中
に
公
園
が
あ
る
の
か
と
び
っ

く
り
す
る
ほ
ど
だ
。
街
区
公
園
は
標
準

面
積
を
0.1
〜
０
・
２
５
ha
と
し
、
２
５

０
m
︵
歩
い
て
５
分
程
度
︶
を
半
径
と

す
る
円
の
中
に
１
カ
所
ず
つ
設
け
ら
れ

て
い
る
。

街
区
公
園
は
距
離
的
に
も
一
番
身
近

な
小
公
園
だ
が
、
現
在
の
主
な
利
用
者

は
、
乳
幼
児
を
抱
え
た
お
母
さ
ん
や
リ

都
市
公
園
の
現
状

現
在
の
都
市
公
園
と
は
、
い
っ
た
い

何
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

都
市
公
園
法
に
は
、
都
市
計
画
で
定

め
ら
れ
た
施
設
が
都
市
公
園
で
あ
る
と

記
さ
れ
て
い
て
、
自
然
公
園
や
国
立
・

国
定
公
園
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
都

市
に
対
す
る
効
用
を
ま
っ
と
う
す
る
た

め
の
施
設
が
あ
る
場
所
が
都
市
公
園
と

定
義
さ
れ
、
私
た
ち
が
考
え
る
よ
う
な

﹁
利
用
者
の
た
め
﹂
だ
け
で
は
な
く
、

﹁
都
市
全
体
の
た
め
﹂
の
場
と
し
て
、
整

え
ら
れ
て
き
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
行
政
は
数
次
に
も
及

ぶ
都
市
公
園
等
整
備
五
箇
年
計
画
を
立

て
、﹁
一
人
当
た
り
公
園
面
積
﹂
を
指
標

と
し
て
き
た
。
公
園
数
や
面
積
が
拠
り

所
で
あ
っ
た
た
め
に
、
狭
小
の
児
童
公

園
︵
１
９
９
３
年
の
都
市
公
園
法
の
改

正
に
よ
っ
て
、
街
区
公
園
へ
と
改
称
︶

て
き
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

水
の
東
京

日
本
に
は
、
庶
民
が
昔
か
ら
楽
し
ん

で
き
た
公
園
が
あ
っ
た
。
太
政
官
布
達

で
は
﹁
こ
れ
ま
で
の
群
集
遊
覧
の
場
所
﹂

を
公
園
と
し
て
制
定
す
る
と
宣
言
し
て

お
り
、
こ
れ
に
則
っ
て
指
定
さ
れ
た
浅

草
公
園
、
上
野
公
園
、
芝
公
園
な
ど
寺

社
地
は
、
そ
う
し
た
公
園
の
大
規
模
な

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、

こ
う
し
た
太
政
官
布
達
を
受
け
た
東
京

府
の
側
は
﹁
庶
民
遊
興
の
場
は
、
公
園

と
い
う
よ
り
も
花
園
、
ま
た
は
遊
園
の

ほ
う
が
ピ
ッ
タ
リ
く
る
﹂
と
述
べ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
は
、
公
園
と
い

う
翻
訳
語
か
ら
、
西
洋
的
で
き
ど
っ
た

雰
囲
気
を
嗅
ぎ
取
っ
て
い
た
か
ら
な
の

だ
ろ
う
か
。

で
は
江
戸
時
代
の
庶
民
は
、
ど
ん
な

場
所
を
身
近
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
使
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
風
景
を
想
像
さ
せ
る
の
が
、

１
８
３
６
年
︵
天
保
７
︶
に
出
版
さ
れ

た
﹃
江
戸
名
所
図
会
﹄
だ
。
こ
れ
を
見

る
と
名
所
と
い
わ
れ
る
場
所
の
多
く
に
、
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文
化
を
つ
く
る
　

都
市
公
園

編
集
部

タ
イ
ア
し
た
高
齢
者
。
か
つ
て
児
童
公

園
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、
狭
さ

と
無
味
乾
燥
な
趣
か
ら
﹁
人
の
い
な
い

公
園
﹂
と
い
う
あ
ま
り
う
れ
し
く
な
い

評
価
を
受
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
公
園

は
、
持
続
的
な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
こ

う
と
い
う
時
代
の
趨
勢
か
ら
見
る
と
、

﹁
都
市
全
体
の
立
場
﹂
か
ら
も
、﹁
利
用

者
の
立
場
﹂
か
ら
も
、
決
定
的
に
欠
け

て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
計
画
の
上
で
、
こ
う
し
た
街
区
公

園
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
﹁
一
人
当
た

り
の
公
園
面
積
﹂
を
稼
ぐ
時
代
が
過
ぎ

つ
つ
あ
る
の
は
、
数
字
上
の
ノ
ル
マ
に

振
り
回
さ
れ
る
愚
か
さ
に
や
っ
と
気
づ

き
始
め
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
街
区
公
園
を
防
災
公
園
と
し

て
み
れ
ば
、
地
元
消
防
団
の
防
災
用
品

を
置
い
て
お
く
小
屋
を
設
置
し
た
り
、

小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
管
理
で

き
る
気
安
さ
も
あ
り
、
存
在
価
値
を
再

発
見
す
る
努
力
を
し
て
も
い
い
よ
う
な

気
が
す
る
。

問
題
と
す
べ
き
は
、
街
区
公
園
で
面

積
を
稼
ぐ
だ
け
で
、
上
田
篤
さ
ん
が
言

う
と
こ
ろ
の
﹁
中
自
然
﹂
を
感
じ
さ
せ

る
規
模
の
都
市
公
園
を
お
ろ
そ
か
に
し



公園数 面積 公園数 面積 公園数 面積 公園数 面積 公園数 面積 公園数 面積 公園数 面積

札 幌 市 2 573 2 009.65 2 261  297.93  141  237.68  24  129.88  10  451.97  4  53.61  133  838.60  10.75

仙 台 市 1 480 1 230.37 1 266  154.50  49  94.64  9  70.43  4  84.65  1  21.02  151  805.13  12.34

さ い た ま市  704  522.33  627  79.83  24  44.43  2  8.89  8  45.46  5  87.30  38  256.42  4.92

千 葉 市  894  807.01  740  120.96  60  94.60  8  37.85  5  215.50  2  49.52  79  288.58  8.78

東 京 都 区部 3 590 2 425.65 2 963  506.62  102  190.68  20  106.04  42  549.39  26  247.89  437  825.03  2.88

川 崎 市  931  488.50  791  101.23  27  46.34  6  27.27  4  154.83  1  72.09  102  86.74  3.74

横 浜 市 2 486 1 621.65 2 166  364.46  180  302.77  43  189.86  12  228.09  7  142.53  78  393.94  4.55

名 古 屋 市 1 342 1 490.03 1 130  251.51  92  153.75  25  136.60  7  208.41  4  70.97  84  668.79  6.77

京 都 市  788  603.85  703  102.13  31  53.26  7  38.60  5  73.19  9  74.28  33  262.40  4.14

大 阪 市  955  921.78  830  209.94  69  98.58  27  110.80  6  86.73  1  65.71  22  350.03  3.51

神 戸 市 1 502 2 501.00 1 201  230.14  119  235.35  27  161.69  12  473.29  1  55.89  142 1 344.63  16.46

広 島 市 1 083  893.74  937  161.81  46  98.11  12  60.66  7  163.18  5  104.45  76  305.53  7.82

北 九 州 市 1 580 1 099.92 1 372  194.46  64  103.51  11  60.81  5  69.96  5  63.46  123  607.72  11.05

福 岡 市 1 523 1 210.70 1 222  163.87  67  111.72  8  39.10  8  229.69  6 87.97  212  587.35  8.69

都　　　市

都　市　公　園

公園総数
住区基幹公園 都市基幹公園

大規模公園

その他の都市公園 １人当たり
都市公園面積

（㎡）

街区公園 近隣公園 地区公園 総合公園 運動公園

記載以外の公園面積単位（ha）

街区公園

もっぱら
街区に

居住する者の利用

250m

0.25ha

注)　街区公園
もとの児童公園
1993年の都市公園法の
改正によって、街区公
園へと改称

近隣公園

主として
近隣に

居住する者の利用

近隣住区当たり
500m

２ha

注)　近隣住区
幹線街路等に囲まれた
おおむね1km四方(面積
100ha)の居住単位

地区公園

主として
徒歩圏内に

居住する者の利用

１km

４ha

都市計画区域外の
一定の町村におけ
る特定地区公園  
（カントリ－パ－ク）
は、面積４ha以上
を標準とする。

総合公園

都市住民全般

休息、観賞、散歩
遊戯、運動等総合

的な利用

都市規模に応じ
10～50ha

運動公園

都市住民全般

主として運動の利用

都市規模に応じ
15～75ha

広域公園

主として一の市町
村の区域を超える
広域のレクリエー
ション需要を充足

地方生活圏等広域
的なブロック単位
ごとに50ha以上

レクリエーション都市

大都市その他の都
市圏域から発生す
る多様かつ選択性
に富んだ広域レク
リエーション需要
を充足することを
目的とし、
総合的な都市計画
に基づき、
自然環境の良好な
地域を主体に、
大規模な公園を核
として各種のレク
リエーション施設
が配置される一団
の地域であり、
大都市圏その他の
都市圏域から容易
に到達可能な場所
に

全体規模1000ha
を標準として配置
する。

特殊公園

風致公園、動植物
公園、歴史公園、
墓園等特殊な公園
で、その目的に則
し配置する。

誘致距離
範囲

利用者
と

目的

配置１箇所
当たりの
標準面積

45 都市公園

上
の
表
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
１
９
５

６
年
（
昭
和
31
）
に
施
行
さ
れ
た
都
市
公
園
法

に
則
っ
た
公
園
の
種
別
で
、
数
次
に
及
ぶ
公
園

整
備
等
五
箇
年
計
画
が
定
め
ら
れ
、
種
類
も
拡

充
し
、
整
備
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
公
園
整
備
は
２
０

０
４
年
（
平
成
16
）
に
大
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
景
観
緑
三
法
」
の
成

立
だ
。
三
法
と
は
「
景
観
法
」「
都
市
緑
地
法
」

「
屋
外
広
告
物
法
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
関
係
す

る
の
は
主
に
「
都
市
緑
地
法
」
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
都
市
の
緑
を
保
全
し
緑
化
を
進

め
る
「
都
市
緑
地
保
全
法
」（
１
９
７
３
年
）

と
、「
都
市
公
園
法
」
が
並
立
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
緑
化
と
都
市
公
園
を
整
備
す
る
と
い
う

政
策
枠
組
み
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
景
観
緑
三

法
の
成
立
に
よ
り
、「
都
市
緑
地
保
全
法
」
は

「
都
市
緑
地
法
」
と
な
り
、「
都
市
公
園
法
」
の

上
位
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
再
開
発
で
生
じ
た
土

地
を
公
園
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
り
、
人
工
地
盤
・
屋
上
緑
化
施
設
も
市
民

緑
地
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
公
園
施
設
（
植
栽
、
花
壇
、

遊
具
な
ど
）
の
設
置
管
理
を
、
地
域
住
民
の
団

体
や
民
間
企
業
が
行
な
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

法
律
で
定
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
支
援

に
補
助
を
与
え
る
裏
付
け
を
得
た
と
い
う
こ
と

で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
自
分
た
ち
が
払
っ
た

税
金
の
幾
分
か
を
自
分
た
ち
の
公
益
活
動
に
あ

て
る
道
が
開
け
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
そ
う
す
る
た
め
に
は
、
各
自
治
体

で
「
緑
の
基
本
計
画
」
を
定
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
こ
の
計
画
に
は
、
公
聴
会
を
開
く
等
し

て
、
住
民
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
が
都
市
緑

地
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
計

画
の
中
に
は
、
都
市
公
園
の
整
備
方
針
に
つ
い

て
も
盛
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
「
緑
の
基
本
計
画
」
策
定
を
義

務
づ
け
る
こ
と
は
、
１
９
９
４
年
（
平
成
６
）

の
都
市
緑
地
保
全
法
の
改
正
で
す
で
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
景
観
緑
三
法
の
成
立

で
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
緑
地
と
は
、「
植
林
地
、
草
地
、

水
辺
地
、
岩
石
地
若
し
く
は
そ
の
状
況
が
こ
れ

に
類
す
る
土
地
が
、
単
独
で
若
し
く
は
一
体
と

な
っ
て
、
又
は
こ
れ
ら
に
隣
接
し
て
い
る
土
地

が
こ
れ
ら
と
一
体
と
な
っ
て
、
良
好
な
自
然
的

環
境
を
形
成
し
て
い
る
も
の
を
い
う
」（
都
市

緑
地
法
第
３
条
）
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は

水
辺
も
含
ま
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
以
前
は
、
国
の
整
備
方
針
に
し
た

が
っ
て
公
園
の
数
や
緑
地
の
面
積
を
増
や
す
の

が
、
公
園
行
政
担
当
者
の
仕
事
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
景
観
緑
三
法
成
立
以
降
は
、
住
民
を
主
人

公
に
し
た
緑
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、
緑
地
も

都
市
公
園
も
統
一
的
に
住
民
の
役
に
立
つ
よ
う

に
計
画
・
実
行
す
る
立
場
に
変
わ
っ
た
の
で
あ

る
。公

園
行
政
担
当
者
も
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て

考
え
方
を
１
８
０
度
転
換
す
る
必
要
が
生
じ

た
。
い
か
に
市
民
の
求
め
に
応
じ
た
都
市
公
園

を
整
備
す
る
か
が
、
腕
の
見
せ
所
と
な
っ
た
わ

け
だ
。

都市公園施設の分類

修景施設

園路、広場、植栽、
花壇、噴水など

休養施設

休憩所、ベンチなど

遊戯施設

ぶらんこ、すべり台、
砂場など

運動施設

野球場、陸上競技場、
水泳プールなど

教養施設

植物園、動物園、
野外劇場など

便益施設

売店、駐車場、
便所など

管理施設

門、さく、
管理事務所など

（横浜市都市経営局，2004）

（国土交通省HPより作図）



水
辺
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ

れ
る
。
や
は
り
名
所
に
は
池
、
川
、
清

浄
な
流
れ
、
湿
地
の
草
花
・
虫
、
海
が

つ
き
も
の
だ
っ
た
。

江
戸
っ
子
の
幸
田
露
伴
が
﹁
水
の
東

京
﹂
と
称
し
た
よ
う
な
風
土
が
、
当
時

は
ま
だ
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

幸
田
露
伴
は
、
公
園
に
も
一
家
言
持
っ

て
い
た
。

１
８
９
９
年
︵
明
治
32
︶
に
著
し
た

﹃
一
国
の
首
都
﹄
で
は
、
彼
が
考
え
る
世

界
に
誇
る
べ
き
首
都
の
姿
と
し
て
公
園

に
も
言
及
し
て
い
る
。

﹁
公
園
は
都
府
の
肺
臓
な
り
。
吐
故
納

新
の
機
能
の
肺
臓
に
存
す
る
こ
と
の
人

身
に
至
要
な
る
が
如
く
、
腐
を
転
じ
て

鮮
と
な
す
公
園
の
霊
妙
な
る
営
作
の
都

会
に
対
す
る
必
要
は
言
ふ
ま
で
も
な
し
﹂

と
、
公
園
を
衛
生
、
健
康
と
結
び
つ
け

て
論
じ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
日
本
最
初
の
洋
式
公
園

で
あ
る
日
比
谷
公
園
が
開
園
す
る
の
は
、

こ
の
４
年
後
の
こ
と
だ
。

コ
レ
ラ
と
公
園

公
園
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、

﹁
公
園
は
都
市
の
肺
臓
﹂
と
い
う
表
現
は

露
伴
以
外
に
も
よ
く
使
わ
れ
る
こ
と
に

気
づ
く
。
こ
の
言
葉
を
最
初
に
使
っ
た

の
は
明
治
時
代
・
内
務
省
衛
生
局
長
だ

っ
た
長
与
専
斎
だ
っ
た
。

１
８
８
５
年
︵
明
治
18
︶
東
京
市
の

市
区
改
正
委
員
会
へ
の
文
書
で
﹁
人
口

稠
密
の
都
府
に
園
林
及
び
空
地
を
要
す

る
は
、︵
中
略
︶
住
民
日
常
の
生
活
、
産

業
よ
り
生
ず
る
大
気
の
汚
敗
を
更
新
す

る
の
路
な
く
、
有
害
の
悪
気
市
区
に
沈

滞
し
て
病
夭
の
媒
を
為
し
其
浄
除
揮
散

を
求
む
る
も
得
可
か
ら
ず
。
是
家
に
庭

砌
な
く
、
室
に
窓
ゆ
う
な
き
に
同
じ
く
、

亦
身
体
に
肺
臓
を
欠
く
に
異
な
ら
ず
な

り
﹂
と
記
し
た
。

１
８
８
４
年
︵
明
治
17
︶
に
も
、
ド

イ
ツ
留
学
か
ら
戻
っ
た
ば
か
り
の
衛
生

官
僚
、
森
鴎
外
が
﹁
土
地
の
中
の
水
の

様
子
は
、
常
に
気
を
つ
け
て
見
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。︵
中
略
︶
土
地
は
乾
き

過
ぎ
た
憂
ひ
は
少
く
て
、
湿
り
過
ぎ
て

病
を
起
こ
す
憂
ひ
が
多
い
か
ら
、
湿
つ

て
居
る
土
地
を
乾
か
す
の
も
、
衛
生
事

業
の
一
に
算
へ
て
あ
り
ま
す
﹂
と
述
べ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
発
言
は
上
水
道
整
備
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
当
時
の
コ
レ
ラ
流
行

が
背
景
に
あ
る
。
長
与
専
斎
た
ち
は
、

当
時
排
水
が
悪
く
、
衛
生
的
に
望
ま
し

い
と
は
い
え
な
か
っ
た
神
田
区
に
公
園

を
配
置
し
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
事

例
を
も
と
に
、
近
代
化
を
進
め
た
衛
生

官
僚
た
ち
は
乾
浄
の
土
地
と
し
て
公
園

を
位
置
づ
け
た
、
と
い
う
小
野
良
平

﹃
公
園
の
誕
生
﹄︵
吉
川
弘
文
館

２
０
０

３
︶
の
指
摘
は
興
味
深
い
。

都
市
の
衛
生
を
確
保
す
る
た
め
に
は

﹁
乾
い
た
公
園
﹂
が
良
し
と
さ
れ
、
水
道

と
公
園
は
コ
レ
ラ
流
行
を
き
っ
か
け
に

生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

潤
い
の
あ
る
公
園

と
は
い
え
、
最
近
の
都
市
公
園
事
情

は
、
少
し
変
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
東

京
都
荒
川
区
に
あ
る
広
域
公
園
、
都
立

尾
久
の
原
公
園
は
、
隅
田
川
と
荒
川
に

隣
接
し
て
お
り
、
広
さ
は
約
60
ha
。
１

９
９
３
年
︵
平
成
５
︶
旭
電
化
尾
久
工

場
跡
地
に
水
辺
を
残
し
て
公
園
と
し
た
。

内
部
に
は
起
伏
の
あ
る
草
地
、
池
、

流
れ
が
あ
り
、
芦
原
の
湿
地
は
ト
ン
ボ

の
生
息
地
。
す
ぐ
隣
り
の
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
や
近
所
の
人
た
ち
が
、
大
人
も
子

ど
も
も
集
ま
っ
て
く
る
。
○
○
が
で
き

る
、
と
機
能
を
前
面
に
押
し
出
す
の
で

は
な
く
、
水
や
泥
ん
こ
と
い
う
根
源
的

な
要
素
が
、
か
え
っ
て
理
屈
な
し
で
人

を
引
き
寄
せ
る
ら
し
い
。
遊
び
方
を
限

定
さ
れ
た
り
、
押
し
つ
け
ら
れ
た
り
す
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る
よ
り
も
、
自
由
度
が
高
い
こ
と
が
魅

力
を
放
つ
時
代
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
氾

濫
原
の
自
然
を
残
し
た
よ
う
な
公
園
に

は
、
人
を
引
き
つ
け
る
﹁
中
自
然
﹂
の

要
素
が
満
ち
て
い
る
の
だ
。

こ
こ
に
は
、﹁
水
と
緑
が
と
も
に
あ
る

自
然
﹂
が
あ
る
。
ま
さ
に
都
市
に
あ
る

オ
ア
シ
ス
で
あ
る
。

都
市
公
園
こ
そ
、
里
川
に

か
つ
て
、
森
鴎
外
が
﹁
土
地
が
乾
き

す
ぎ
た
憂
ひ
は
少
な
く
﹂
と
水
辺
の
な

い
公
園
を
推
奨
し
た
こ
ろ
と
は
反
対
に
、

乾
き
す
ぎ
を
憂
う
の
が
、
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
が
問
題
と
な
る
今
の
時
代
だ
。

下
水
道
が
完
備
さ
れ
た
現
在
、
不
衛

生
と
い
う
理
由
で
水
を
排
除
す
る
理
由

は
見
当
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
今
ま

で
公
園
の
要
素
と
し
て
水
が
放
っ
て
お

か
れ
た
の
は
、
都
市
の
成
長
に
公
園
が

つ
い
て
こ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
人
口
に
お
け
る
年
齢
構
成

が
変
り
、
娯
楽
へ
の
要
求
も
変
っ
た
こ

と
で
、
公
園
は
新
し
い
要
望
を
満
た
す

場
と
し
て
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い

る
。
公
園
制
度
自
体
に
も
変
革
の
兆
し

が
見
え
る
こ
と
は
、
都
市
公
園
に
潤
い

を
加
え
る
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
る
。

１
３
０
年
間
行
政
に
任
せ
き
り
に
し

て
き
た
都
市
公
園
づ
く
り
だ
が
、
行
政

や
管
理
者
と
使
う
側
が
垣
根
を
越
え
、

手
を
携
え
て
協
働
す
る
機
が
熟
し
た
よ

う
に
も
思
う
。
本
来
、
公
と
は
パ
ブ
リ

ッ
ク
の
こ
と
で
、
お
上
の
こ
と
で
は
な

い
は
ず
だ
か
ら
、
み
ん
な
が
知
恵
と
要

望
を
出
し
合
っ
て
都
市
公
園
を
カ
ス
タ

ム
メ
イ
ド
し
た
ら
い
い
。

現
在
、
都
市
公
園
が
水
を
取
り
入
れ

る
こ
と
を
危
惧
す
る
と
す
れ
ば
、
水
を

過
度
に
危
険
視
す
る
風
潮
に
、
そ
の
原

因
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
風
潮
を
つ
く
っ
た
の

は
他
で
も
な
い
利
用
者
で
あ
る
私
た
ち

だ
。
こ
と
あ
る
ご
と
に
管
理
者
に
責
任

を
押
し
つ
け
て
き
た
こ
と
が
、
管
理
者

を
も
う
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
状
況
に
追

い
や
っ
て
い
る
。
管
理
者
の
責
任
を
問

う
こ
と
と
自
己
責
任
で
収
め
る
こ
と
の

区
別
を
つ
け
ら
れ
る
﹁
大
人
と
し
て
の

品
性
﹂
を
、
利
用
す
る
側
が
そ
ろ
そ
ろ

身
に
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
時
期
に

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

大
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
子
ど

も
に
も
危
険
を
判
断
す
る
力
を
身
に
つ

け
て
も
ら
い
た
い
。
遊
び
の
経
験
は
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
力
を
育
て

る
こ
と
に
役
立
つ
と
木
下
勇
さ
ん
が
言

う
よ
う
に
、
子
ど
も
は
遊
び
な
が
ら
自

分
で
危
険
を
判
断
す
る
力
を
身
に
つ
け

る
。
し
か
し
、
そ
の
育
つ
芽
を
先
回
り

し
て
摘
ん
で
き
た
の
も
私
た
ち
で
あ
る
。

都
市
公
園
に
水
を
取
り
入
れ
、
柵
を

な
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
危
険
を
判

断
す
る
力
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
を
育

む
こ
と
、
起
こ
り
得
る
事
態
を
想
定
し

た
緊
急
時
の
た
め
の
設
備
や
人
の
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り

責
任
の
所
在
を
明
確
に
で
き
る
成
熟
し

た
人
間
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

こ
う
し
た
要
素
を
都
市
公
園
が
備
え

た
と
き
、
そ
こ
に
集
う
人
と
人
の
か
か

わ
り
合
い
に
は
、
互
い
に
信
頼
で
き
る

関
係
が
築
か
れ
る
だ
ろ
う
。
都
市
公
園

が
﹁
相
手
が
自
分
を
知
っ
て
い
る
こ
と

を
お
互
い
に
わ
か
っ
て
い
る
オ
ー
プ
ン

な
場
﹂
に
な
っ
た
と
き
、
そ
こ
は
真
の

意
味
で
の
公
の
園
に
な
る
。

実
は
そ
の
こ
と
は
、
低
迷
す
る
ま
ち

づ
く
り
や
失
わ
れ
た
都
市
の
水
辺
空
間

の
回
復
に
も
応
用
で
き
る
は
ず
だ
。
場

で
培
わ
れ
た
人
と
の
か
か
わ
り
が
、
も

し
か
す
る
と
都
市
公
園
を
里
川
に
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
希
望
も
湧

い
て
く
る
。

私
た
ち
は
15
号
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

里
川
の
構
想
を
、﹃
里
川
の
可
能
性
ー
利

水
・
治
水
・
守
水
の
共
有
﹄︵
２
０
０
６

新
曜
社
︶
と
し
て
一
冊
に
ま
と
め
た
。

専
門
の
研
究
者
や
市
民
研
究
員
に
よ
り

既
存
の
川
に
こ
だ
わ
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
形
の
里
川
が
提
示
さ
れ
た
が
、
都
市

公
園
も
そ
の
一
つ
に
加
え
て
い
い
よ
う

に
思
う
。

都
市
公
園
に
新
た
な
流
れ
を
つ
く
っ

て
も
い
い
し
、
河
川
を
都
市
公
園
化
し

て
も
い
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
都
市
公

園
こ
そ
都
市
に
里
川
を
つ
く
る
の
に
、

も
っ
と
も
近
い
位
置
に
あ
る
よ
う
に
思

え
る
の
で
あ
る
。
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